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「日本海」呼称に つ い て

芳　井　研 　　一 （新潟大学）

は じめ に

　韓国 は 、1991年に 国際連合 に 加盟 して以降、国

連地 名標準化会議等に お い て 、繰 り返 し「目本海 」

の国際的使用 に 異議を申し立てて きた。「日本海 」

呼称が
一
般的に 用 い ら れ るよ うにな っ た の は、19

世紀以 降に 口本が こ の 地域で支配的 な地位を 占め

る よ う に な っ た か ら であ る。今 日では 「東海一呼

称に 改め る か 、解決策が 見い だ され るまで 「東海 」

と 1凵本海」 を併記すべ きであ る、と。北朝鮮 も

こ の 申 し立 て を支持 し、植民地 主義 と関連 した問

題である と指摘 した。

　今後環 円本海研究 をさ らに椎 進 し、相互 交流を

ますます密接にするためには、1乎称 の 問題 を避 け

て 通る こ とは出来な い。で あれ ば、まず呼称 の 由

来や 普及 の経緯等に っ い て 共通 の 認識 と理解を積

み ltげる こ と が必要とな ろ う。

1 ．厂日本海」呼称の 成立

　 「目本海」 の 呼称が世 界の 地 図 に 初 め て 登 場す

る の は 、今 日確認出来る もの と して は マ テ オ ・リ

ッ チ の 「坤輿万国全図」 で ある 。

　大陸に接 した 内海と 認識される た め に は 、蝦夷

と サ ハ リ ン、それに朝鮮半島が 硯野 に 入 っ て こ な

けれ ばな らない 。 16阯紀末に は まだ蝦夷 ・サ ハ リ

ン に っ い て の 確か な情報は ない もの の 、ヨ
ーロ ッ

パ か ら来た 人 々
、 と りわけ宣教師た ち に よ っ て 朝

鮮半 島 とともに そ の おぼ ろげな輪郭が把握 され っ

つ あ一
っ た 。 そ の うちヴ ァ リニ ャ

ーノの 記録に は 、

一
っ の 重要情報があ っ た 。 言う まで もな く秀吉の

朝鮮侵略で ある 。 こ の 明国に 戦争を挑み朝鮮 に 出

兵 した 16世紀末の 日本の イ メ ージ こ そ、「ヒ｛本海」

呼称成 立 の 直接 の 前提 で あ っ た 。

　 マ テ オ ・リ ッ チ は秀吉が 明国に戦い を挑ん で 朝

鮮侵略 を実施 した こ と、秀吉軍が オ ラ ン カ イまで

兵 を進 めた こ とを知 っ て お り、そ の 知識を地 図標

記に反 映 させ た と い える 。 明国 の 東に 「大明海」

が あ り、日本 の 西 に 「目本海、を初め て 記載 した

要因は、宣教師た ち の 日 木認識 を前提 と しっ っ も、

直接 に は秀 吾の朝鮮 出兵で あ っ たと い えよう。

　
E
日本海」表 記が 本格的に 登 場す る 地 図は 、外

国人で は ラ ・ペ ル ーズ、ア ロ ウ ス ミス 、ク ル ーゼ

ン シ ュ テ ル ン の 図、口本人 で は山村才助や 山 田聯

等 の 図であ る 。 前者に は、こ の海の探検や測量の

結果が反映 して い る 。 秋岡竹次郎氏に よ る と、ア

ロ ウ ス ミ ス は、イギ リス の 目本西 南部探検者 コ ル

ネ ッ トが 1789年に対馬海峡を通 っ て 1目本海 1に

入 り北 E した ときの 報告 書と地図を利用 して こ の

凵本図を作製 した と い う。17itヒ紀 に 目木で 登場 し

た 「凵本海」 表記 が、マ テ オ ・リ ッ チ の 「坤輿万

国全 図」 を源泉と していた ように、実 は19匹紀初

頭 の 日木地 図 の モ デ ル もア ロ ウ ス ミ ス などの 外 国

人 が 作製 した地 図で あ っ た。

2．「北海」とい う呼称

　少数で はあ るが、
厂
北海 」 と記載 した地 図が あ

る 。 1843年に 刊行 され た 「越後国細 見絵 図ご には

「北海」 と記されて い る 。 松浦武四 郎が 1849年 に

作製 した 「蝦夷国沿革図一で は 、凵本の 西側の 海

を 1
一
北海 、東側の海を 「東海」 と 呼称 した 。

　ア ロ ウ ス ミ ス 図、ク ル ーゼ ン シ ュ テ ル ン の 「日

木海」航行、「北夷」論等に か か わ る 形 で 、19世

紀初頭に 凵本で 作製され た 多くの 地 図 の 上 に 「日

木海」が 表記 され る こ と に な っ た も の の 、実は「日
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本海」 呼称は幕末に 至 る ま で
一
般 に流布 して い た

訳で はな い 。

　それ どこ ろ か 明治維新以降に お い て も、
一
般 に

は 「北海」呼称が使わ れて い た 。 「日本海」呼称

が普及する 決定 的契機は、凵露戦争の 海戦が 「目

本海海戦」 と 名イ・1．けられ、繰り返 し語られ る よう

に な っ た時で あろ う 。

3．地理教科書 に みる 「日本海」呼称の 普及

　地理教科書に初め て rH本海」が表記され る の

は 、同 じ1869年 に刊行された福沢論吉訳述の r頭

書大全世界国尽』 で ある 。 こ れが初出で あ り、こ

の 年発行された他の教科書に は
一一
切 出て こ な い 。

　それで は 福沢の r世界国尽』は 、何故あえて 「日

本海」呼称を用い た の で あろうか 。 実は彼は コ ー

ネル 「地学初歩一など の テ キ ス トに記述され て い

る 通 り に 忠 実 に
一
日 本 海．」を 表 記 し た 。

‘
℃ORNELLrS 　 FIRST 　 STEPS 　 GEOGRAPHY

”
の

ア ジア 図に は　Sea　of　 Japan　と表記 してお り、

福沢は 「作意」 を交 えず、こ の 呼称 を用 い た とい

えよう。

　初期 の 地理教 科書 の 何 冊かは本書 の 抄訳 であ っ

た り、それ を編 集 した もの であ る。翌 1870年 には、

4冊 の 地理教 科書が 刊行 され て い るが、松 山棟菴

訳 の 「地学事 始』 も、 コ
ー

ネ ル 本を用 い て い る。

こ の 本は ア メ リカ で発刊 され た地 理書や歴 史書を

訳 出 したも の であ ると記 されて い る よ うに 、コ
ー一

ネ ル 本以外の 地理書も使 っ て い る 。 た だ全体の 枠

組み は 前年に 福沢が刊行 した 「世界国尽』 と 同様

で あり、「日本海」 の記載 と ［太平洋」 「支那海」

が セ ッ トに な っ て い る こ とも同 じで ある 。 松rliは

慶應義塾 関係者で ある 。 維新期に相次 い で 刊行さ

れ た慶應義塾系の 教科書に は 、「日本海」呼称が

記載 され て い た 。

　翌 1870年 に 刊行された 内田 正雄 の r輿地 誌略』

に も 、
「日本海」 の 表記が登場す る 。 表紙に は大

学南校と記 され て お り、さき の 「重 訂万 国全 図」

と 同様に、同校が 「日本海」 呼称を用 い て い た こ

と が わ か る 。 f輿地 誌略』 の 原本 は、マ ッ ケ
ー

や

ゴール ドス ミス 、 カ ラ ム ール ス の 地理書で あるが、

折 に触れ て 「他書よ り抄出」 した と い う。

　後 に明六 社に結集す る福沢諭吉 をは じめ とす る

啓蒙思想家は、西 洋経由 の 地名表記 をそ の まま初

期の 地理教科書に導人 した の で あ り、そ の 過程 で

西 洋で 用 い られ て い た 「日本海 」 呼称 を受 け入れ

た の で あ っ た 。 そ して 1869年以 降 の 数年 問は 『開

知新織 の ごと く、なおめ い め い の 呼び方 が地 理

教科書に用い られ て い たも の の、私 が実 際に現物

を確認 した地理教科書の 「日本海一：表記 を整理 し

た 表に 明 らかなよう に 、1874年前 後には教 科書 に

お ける
一
凵 本海一呼称がほぼ普 及す る こ とに なる。

4 ．海 図に見 る 「日本海」呼称の 普及過程

　海図に お い て 「日本海∠ の 呼称は、い か なる経

緯で 、 い つ か ら使われ るよ う に な っ た の であ ろう

か 。 188王年 まで の 『水 路部 沿革 史 』 の 関連資料 に

は、　 日本海一の 呼称 は出 て こ な い 。1882年 の 資

料 の なか に、初 めて
「
凵本潅」 の 表記が登場する。

また 同年 の 水 路局 作製 「台風針路図」 に は、旧

本海 」 の 表記があ る。水路部 に お い て 統
・
した 呼

称 と して 「日本海」が使われ る よ う に なる の は、

1882年頃である。

　海軍省水路局に は 、自ら意図する に せ よ、そ う

で ない に せ よ 「凵本海」 の 呼称を受け人れざる を

得 ない 環境があ っ た 。 海図作製に あた り、主 と し

て 依拠 した の が イ ギ リス 海軍水路部の もの で あり、

そ こ に は 「目本海 1 と表記され て い たか らで ある 。

1869年に は 凵本国「
人1の 各港 湾図が 、

「英 国海軍海

図」 と して 翻刻刊行された 。 そ の後も イギ リス 版

海図の復刻がそ の 都度刊行され る 。 水路局の実測

が進む に っ れ、そ れ に 基 づ い て編集され た地 図も

刊行され る よう に な っ た 。 自力で 製作で きな い 海

図に っ い て は イギ リス 海軍水路部の も の が多用 さ

れ る こ と に な った 。 そ の結果、海 図に お い て 「日

本海」呼称が慣用的に 使われ るよう に な っ た。
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5．朝鮮半島 にお ける 「日本海」呼称の 普及

　 「R 本海」 呼称の 負の 側面が最も強 くあら わ れ

た の は 、 植民地期の朝鮮半島で 強制的に それが 用

い られた時期で ある 。 1945年の光復の 凵 ま で 、
．
東

海」呼称を正式呼称と して 使うこ と は 困難に な っ

た。朝鮮総督府が教科書編纂に乗 り 出 し、教科書

に お ける こ の 海の 1乎称は 「日本海」 に統
一

された 。

　 そ の ような措 置は 、 韓国開化期の教科書に対す

る 日木人補佐官等の 関与の 頃か ら始ま る 。 1906年

に学 部が編纂 した 「普通学校学徒用国語読本』 に

は 、 挿入され て い る五 っ の 地図に
「

日本海ゴ が表

記 され、清国 の 地図の揚子江の 東に 「東海一 が 記

載 され て い る 。 本文の ［韓国地 勢」「我国北境一「五

大江一とい う三 っ の 課の 文章中に 「日本海」 呼称

が用 い られ て い る。 韓国の 「東海」 呼称を し りぞ

け、「日 本海」 を使い 始めた こ とがわか る 。 また

玄采著の 1907年刊 『幼年必 読」 と 1909年刊 『新纂

初 等小学』 の 「亜 細亜 図」 も、「日本海」 と 記載

され て い る 。

一
方「日本海」の記載がな か っ た 1895

年刊 の r国民小学読本』 などは、19工0年の幃国併

合後 に 発売が禁止 された。

　朝鮮総督府が編纂 した 1910年以降の教科書に な

ると、す べ て
一
日本海　表記 で 統

一
され て い る 。

1922年 1二叮の 『普通 学校 国 史』、1923年刊 の 『普通

学校 国語読 本　巻六 』、1924年 刊 の r普通 学校朝

鮮語読本　巻四』 などに 「日本海」 の 記載が ある 。

日本 の 朝鮮植民地 攴配期 を通 して、朝鮮半島 で は

日本人 と して 「日本海．1呼称 へ の ア イデ ン テ ィ テ

ィ が 強制され た の で あ る。朝鮮半島で 「東海 」 呼

称が復活する の は 、口本の 敗戦後で ある。

おわりに

　韓国 の 人 々 は 、古来こ の 海を 「東海」 とよび な

ら わ し、愛着を も っ て き た 。 日本の植民地支 配 の

時期に
「
円本海」呼称が強制され、同 じ時期に 1日

本海」 呼称が 国際標準化 した とい う経緯を踏 まえ

るな らば、呼称の修正を国際祉会に求め る こ と は
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それ な りに理解で きよう。

　ふ り返 れば、「凵本海一1 の 呼称 は 日 本 人が案出

した もの では なか っ た。まず 1泄 紀初頭 に マ テ オ

リッ チ が 「坤輿万国全図 1 に 「大明海」 と セ ッ ト

に して r日本海 、 呼称が用 い られた。それがそ の

後の 「日本海」表 記 に直接 ・間接 の 影響を及ぼ し

た 。 日本 の 地 図作製 者 の
一

部はそれを受 け人れた。

　 明治維新政府 の 下 で 「日本海 」 表記が普及 した

直接 の 契機は、 コ
ー

ネ ル の 『地 理初歩ノ が
一
円本

海」 と記 して い たか ら である。福沢諭吉がそれを

受け い れ、やがて文 部省も使 うよ うに な っ た 。 海

図 の表記 の 責任機関 は海軍水路 局であ っ たが、彼

ら は 当時最も精巧で、様 々 の 海 図がそ ろ っ て い た

イギ リス 海軍水路部海図 の 「凵本海 」 表 記を受 け

入れた 。

　　
・
方 日本の 多くの

一
般住民は 、こ の 海 を

一
北海 1

と呼び慣わ して い た。教科書や海 図に 「日本海 亅

が 用 い ら れ る よ うに な っ てか らも
一
北海 」 と呼 ん

で い た 。 1900年前後に 地域社会で 「口本海 」 呼称

を 使い 始 め る際に 考 え ら れ た の は、「日本海 1 を

地 巾海の よ うな亙恵的 な交流 の 場 に した い と い う

希望で あ っ た 。 1
−
H 本海」領海論で は なか っ た。

だ か ら こ そ 目露戦後 に は 松波仁
一

郎ら が 、こ とさ

ら 1
．
日本海 1 を 「日本の 内海に ！」 と叫ばざる を

得なか っ た 。 ［満州事変一期に は 「U 本海湖水化」

時代が到 来したと キ ャ ン ペ ー
ン を張る 必 要があ っ

た 。 「凵 本 の 海」 と い うニ ュ ア ン ス を 多くの 人 々

が抱い て い た な らば、ある い は第一二次大戦後の 時

期 に呼称問題が浮上 して い たか も知 れな い 。

　そ こ で解決策で あるが、当面 の 国際的 な1乎称と

して 「東海 」 と 「目本海一の 両名併記す る案 など

が模索されて も い い だ ろう。ただ 最終的 な解決 の

ため には、両 国住民 の
「
東海 」 と 「日本海」 と い

うそれぞれ の 呼称 へ の 愛着 を前提 と しっ っ 、目本

・韓国 ・北朝鮮 ・中国東北 ・ロ シ ア 極東 などに住

む人 々 に よ っ て 新 しい 名前をっ ける作業 を進 める

しか ない 。

　これまで 出 された新名称に 加え て 、私は 「共通
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の 海」、あ る い は 「共生 の 海 」、「協生 の 海 」 を表

現するも の と して、1共 海」 や 「協海」」 と名 づ け

るも
一

案か な と思 う。また歴史を さか の ぼ っ て 調

べ てみると、両国 の 古代 史の なか で 「滄海一と い

う呼称が 使われた時期があ り、こ れ も い い か と思

う 。 いずれ に して も、そん な話題を話 し合 う こ と

の 出来る テ
ーブル が用意され る 日が来る こ とを期

待 して 止 まな い 。

COMMENT 一

　韓国では、
一
『日本海 」 と い う呼称 は 凵本 の 植民

地 政策 の もとで押 しっ けられて 国際的 に普及 した

も の な の で、『東 海 』 と改 め るべ きで あ る」 と の

基 本姿勢を官民 ともに鮮 明に して い る。韓国政府

は、92年 に国連地 名標準化会議 で の 問題提 起を皮

切 りに、国 際水路機 関 〔IHO ） 等にお い て繰 り返

し主張 して い る。

　 こ れ に 対 す る 口本政府 の 基 木的 立場は、「目本

海 の 名称 は 日本 が鎖 国 して い た 19世紀前半 には国

際的 に 定着 して い る こ とか ら、韓国 の 主張は歴 史

的に誤 っ て お り 「東海」 の 名称は認 め ら れ な い一

（海 上保安庁、2002年 8月 14日記者発表資料）と

い うもの で あ る。すなわ ち、
一
日本は 西 洋諸国 が

使用 して い た名称を彼ら の 地 図を通 じて 取 り い れ

当該海域 の 名称 と して 使い 始 め た 」 の で あ っ て 、

「韓国 に よ る、「日本海』の 名称が 20世紀前半の 『植

民地 主義の 残滓』等で ある とする 主張に は 全 く根

拠があ り ませ ん 」 （同 Web 　site より）と韓国に 反

論 して い る 。

　 日本は こ の 根拠の ひ とっ に、古地図の 表記 など

櫛 谷 1’t 司 （新潟大学）

一・r一

歴 史的亊実を あげて い る （外務省 Web 　site参照）

が 、奇妙 な こ と に 韓国 の 主張の 根拠もまた 、
「東

海」 と表記 された 古地 図 の存在な の で ある 。 公 開

されて い る、多数で 有限の判断材料があ っ て 、 そ

の 評価ポイ ン トが地 名表記と い う明白なもの で あ

る に もか か わ らず、異な る論理に よ り正反対の 結

論が 導か れ、政治
・外交問題 に まで 発展 して い る 、

とい う構図 で ある 。

　 日韓の 歴史学者の 役割は 、まず 占地 図の客観的

な分類を行い 、そ の 結果を事実と して 共有すると

こ ろ か ら着手 し、こ の 問題に関する共通 の 基本 認

識を持っ よ う努め る こ とで は な い か 。 「凵本海」の

呼称が 日本の 植民地主義の 結果で あるか どうか は、

そ の 次の段階の 問題で あ り、 学問的テ ーマ と い う

よ り政治的テ ーマ で あると思 う 。
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